
中学校第１学年 美術科学習指導案 

              学習指導者 三豊市観音寺市学校組合立三豊中学校 真鍋 貴行 

１ 単元名 「漫画的表現」 

２ 単元計画（総時数２時間【本時１／２】） 

  〇 漫画表現の理解。状況に応じた技法を用いて表現する。 ……… （１時間） 

  〇 起承転結を考え、４コマ漫画を描く。 …………………………… （１時間） 

３ 授業の見どころ 

  本題材は漫画について、簡単な歴史や表現方法の特徴を学び、その技法を使って表現する活動

である。技法を学習する際には簡単な作品例を自ら作り上げながら学ぶことによって、技法が定

着しやすくなると考えた。また作品制作時には、教師をモチーフとしてシチュエーションにあっ

た表現方法を自分で探し、制作させるようにし、生徒たちが漫画表現の面白さに気づき、制作や

鑑賞の楽しみ方が増えることをねらいとした。   

４ 本時の学習指導 

(1) 目標 

 ・漫画表現を理解し、状況のイメージを自分なりに膨らませ、表現することができる。 

      ・漫画表現に関心を持って制作することができる。 

(2) 学習指導過程  

学習内容及び学習活動 指導上の留意点・援助のポイント 

 

1 漫画の歴史を知る。 

・現代の作品との違いを見つける。 

・漫画の移り変わりを知る。 

 

 

 

 

指導の重点項目 

2 漫画の表現技法をまとめる。 

・表情、オノマトペ、吹き出し、漫符、

効果線、コマ割り、それぞれの技法を

まとめながら作品例を完成させてい

く。 

 

3 漫画表現を使って作品を作る。 

・「激辛100倍カレーを食べる先生」 

というシチュエーションに合う漫画的

表現を各自で考え、制作する。 

 

 

 

 

4 まとめ 

・状況に合った漫画表現について自分の

作品について振り返る。 

 

 

・身近な作品からさかのぼり、漫画の起源「鳥獣

戯画」につなげる。 

・今の漫画と違うところはどこか考えさせる。 

 

 

 

・表現技法をまとめながら、作品例が完成してい

くワークシートを用いて、次の制作に入りやす

くする。 

・イメージを定着しやすくするために一つずつ例

を見せ、作業させる。 

・漫画作品のシチュエーションを説明し、どんな

表現がわかりやすいか考えさせる。 

評 「漫画の表現技法」が使えているか。 

評 状況に適した表現ができているか。 

 

・作品イメージが湧きやすくなるように作業中に

面白い表現をしている子どもがいれば紹介す

る。 

・手の動かない生徒にはプリントや板書の例を参

考にさせる。 

 

・現段階で制作途中の作品に漫画的表現がどこま

で使えているかチェックさせる。 

・残りの時間で何を描き込んでいくか考えさせ

る。 

 

学習課題  状況に合う漫画表現は何か？ 



５ 教材について  

ワークシート（上：表、下：裏）

 

著作権の都合上、 
掲載しておりません 

（他３点） 

 

  


